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世界遺産マチュ ・ピチュの華やかさに

隠れた出土品の所有権争い

関　雄二(国 立民族学博物館教授)

ハ イ ラム ・ビ ン ガ ム(1912年 　マ チ ュ ・ピ チ ュ の キ ャ ン プ に て)

　　Ellwood　 C,　Erdls撮 影 　 Burger　and　LucV　Salazar(2004)よ り

2006年3月 の ペ ル ー の マス コ ミでは 、連

日この話 題 が 取 り上 げ られ 、 また私 を含 め

た ペ ルー外 の考 古 学者 の間 で も、怪 文 書 ま

がい の メー ルが 出 回 っ てい ます 。

　 マ チ ュ ・ピチ ュの出 土 品返 還 の 問題 が注

目さ れ 始 め た のは 、 昨 年 の暮 れ ごろ で す 。

12月1日 の 日刊 紙 エ ル ・コ メ ル シ オ は 、

ペ ル ー 国会 の外務 委 員 会 に お い て、 文化 庁

長 官 で あ り著 名 な考 古 学者 で あ るル イス ・

ル ン ブ レ ラス氏 が呼 ぼれ 、 米 国エー ル大学

が マ チ ュ・ピチ ュ の出 土 品 の返 還 を 拒 否 し

てい る状 況 を 報告 した と伝 えて い ます。

　 ご存 知 の よ う に 、 マ チ ュ ・ピ チ ュ は 、

1911年7月24日 、 エ ー ル大 学 の ハ イ ラ

ム ・ビ ン ガ ム に よ っ て発 見 され た 遺 跡 で

す。 スペ イ ン征 服 後 も、 熱 帯 雨林 地 帯 に潜
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み 、 ゲ リラ的抵 抗 を続 けた新 イ ン カ帝 国 の

都 を探 す 旅 の途 上 で偶 然 出 会 った のが マ チ

ュ・ピチ ュで した 。 ビン ガ ムは 、 翌 年 、 そ

して1914年 か ら15年 に か け て、 何 度 か マ

チ ュ・ピチ ュに 戻 り、 清 掃 や 発 掘 を 行 い 、

そ の とき出土 した 品 は、 ペ ル ーか ら持 ち 出

され、 今 日ま で大学 付 属 ピー ボ デ ィー博 物

館 に保 管 され て きま した。

　 2003年 、 エ ー ル大 学 の ア ンデ ス 考 古 学

者 で あ る リチ ャー ド ・バー ガ ー と彼 の妻 ル

ー シー ・サ ラサー ル は
、 ビンガ ム の コ レ ク

シ ョンを 使 用 した 「マチ ュ ・ピチ ュの神 秘

を暴 く」 と題 した 学術 的 にみ て も興 味 深 い

展 覧 会 を開催 し、 全 米 を巡 回 しま した 。 ビ

ンガ ムの時 代 に は なか った よ うな科 学 技術

を駆使 した 分析 法 を導 入 し、 研究 成 果 を再

検 討 す る と と もに、 ビ ンガ ムが名 づ け、世

間 に も多 大 な影 響 を与 えた 印 象 的見 解 に対

して、 学 術 的疑 義 を投 げか け る立 派 な内 容

の展示 で した。 私 自身 も、 この 展覧 会 に 関

して は高 く評 価 し、先 年 監修 したNHKの

世 界 遺産 番 組 で も、 そ の成 果 を 積極 的 に利

用 して もら った こ とが あ ります。とこ ろが 、

この学術 的 活動 が ペ ルー を刺 激 した よ うで

す。

　 展 覧 会 を機 に、 貴 重 な コ レク シ ョンが エ

ー ル大学 に保 管 され た こ とを改 め て認 知 し

た ペ ルー政 府 は、 エー ル大 学 に 対 して公 式

に返 還 を要 求 し、 国会 で の審 議 事項 に ま で

の ぼ った ので す。 エー ル大 学 に対 して の要

請状 も、 また そ の返 事 も 目には して い ませ

ん が 、 報 道 に よれ ば、 大 学 側 は 、 保 管 が
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90年 以上にわた っていることを盾に所有

権を主張しているのに対して、ペルー政府

は、当時の文書をもとに、持ち出した土器、

金属器、骨などの出土品の数を4,902点 と

割 り出し、また持ち出しも公的な許可を得

たとはいえ、分析を目的にした1年 間の条

件付であったと主張しています。

　 もちろん、エール大学側 も返還しないと

はいっていません。ペルー国会外務委員会

に対して、1914～15年 の発掘品は、協定

に基づき1921年 にすでに返還しているこ

と、12年 の出土品はー協定外であ り、展示

に値するようなビンガム ・コレクションは

現有で250点 ほどであること、その一部を

ペルー政府に返還 し、残 りをエール大学に

残すことを申し出ています。さらには、ペ

ルー政府が考えているマチュ・ピチュ出土

品を収蔵 ・展示する博物館(ク スコ)の 資

金や技術の提供 も考えているようです。

　 このように提示された条件を、ペルー政

府はきっぱりとはねつけています。政府に

してみれば、現在の、そ して過去の文化財

保護法からすれば、所有の権利は全面的に

自らにあるわけだから、条件交渉などもっ

てのほかということなのでしょう。新聞の

世論調査でも、国民の90%が 返還すべきと

の意見を持っています。今年の3月 になっ

て、問題が再燃化したのは、ペルー大統領

の訪米があったからです。政権中に成果を

あげたいがため、自由貿易協定の交渉に訪

れた トレド大統領は、同じように文化面で

も功績を残 したいと考えていたのかもしれ
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マチュ ・ピチ ュ遺跡

ませ ん。 そ れ もそ の はず 、 ブ ッシ ュ大 統 領

はエ ー ル大 学 出身 だ か らで、 政 治 的決 着 を

期 待 して いた よ うで す。 しか し、 結 局 ブ ッ

シ ュ大 統領 は、 一 私 立 大学 とペ ルー政 府 と

の間 の騒動 に介 入 せ ず とい う立 場 を とった

た め返 還 問題 は なん ら進 展せ ず 、 トレ ド大

統 領 の帰 国 と と もに、 コ レクシ ョン返還 が

実現 す る こ とを期 待 して い た 関係 者 や マ ス

コ ミは落 胆 し ま した 。 ト レ ド大 統 領 は 、 ブ

ッシ ュ大 統 領 との会 談 後 、この件 に関 して、

や や 冷 静 な コ メ ン トを公 表 し ま した が 、 フ

ァー ス ト ・レデ ィー の エ リアナ ・カ ル プは

激 昂 し、 直 ち に訴 訟 に入 るべ き 旨の発 言 を

してい ます 。

　 裁 判 となれ ぱ、 豊 富 な資金 力 と人脈 を 誇

る全 米 屈指 の大学 工 一 ル大学 との争 いが 想

定 され 、 国 とはい え、 財 政 的基 盤 も脆 弱 な

途 上 国 が これ に関 わ るべ きか、 あ るい は訴

訟 を起 こ して も裁 判 を継 続 で きるか ど うか

とい った 懸 念 もあ ります 。 事 態 を複 雑 に し

て い る のは 、 ビン ガ ム の マ チ ュ・ピチ ュ遠

征 を後 援 した ナ シ ョナ ル ・ジ オ グ ラフ ィ ッ

ク協 会 が、 専 門家 の指 導下 、 当 時 の書類 を

調 査 し、 ビンガ ム に よ る出土 品 持 ち 出 しは

一 時 的 で あ り
、 ビ ンガ ム もそれ を認 識 して

いた 点 を 明 らか に し、 さ らに エー ル大 学 は

返 還 に応 じるべ きで あ る との見 解 を表 明 し

た こ とで す。 ナ シ ョナ ル ・ジオ グ ラフ ィ ッ
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ク協 会 は、 返還 が実 現 す るた め に資 金 を 提

供 す る と申 し出 てい るそ うで、 ペ ル ー政 府

は訴 訟 の資 金 もそ こか ら得 られ る と考 えて

い ます。

　 こ う した 騒 動 を 見 て 思 う こ とが あ りま

す。 マチ ュ ・ピチ ュの 出土 品 が 、 これ まで

紛 失 す る ことな く、 学 術 的価 値 を復 元 で き

た のは 、 エー ル大 学 博物 館 が きち ん と保 管

して きた か らで あ り、 これ がペ ル ー で可 能

で あ った か ど うか は、 こ こ20年 ほ ど前 の

私た ち の発 掘 出土 品 で す ら保 管 場所 がわ か

らな くな っ てい る こ とを考 えれ ば、 自ず と

答 えが 出 て くるで し ょ う。 しか も、 ビ ンガ

ムがそ の記 録 を広 く公 開 した か ら こそ、 世

界 で最 も人 気 の あ る遺 跡 マ チ ュ ・ピチ ュが

誕生 した経 緯 もあ ります。 こ うした文 化 外

交的 意 義 に触 れ な い権 利 主張 は、 個人 的 に

は好 きで はあ りませ ん。

　 しか しマ チ ュ・ピチ ュ出 土 品 を め ぐる返

還 問 題 の 背景 に は、 文 化 財 をめ ぐるペ ルー

社会 の状況 が 反 映 され て い る こ と も事 実 で

す。 一 つ は、 世 界全 体 が 巻 き込 まれ る グ ロ

ー バ ル化
、 新 自由主 義 経 済 の流 れ との 関係

です 。 トレ ド大統 領 の前 任者 フ ジ モ リ元 大

統領 の時代 、 この傾 向が 強 ま り、 遺跡(管

理)の 民営 化 まで審 議 され ま した。 文 化 財

を文 化 財 と して保 存 す るだ け で な く、 経 済

的 に活 用 し よ うとい う意 図 です 。 そ ん な 中

で起 きた の が、 マチ ュ ・ピチ ュ遺 跡 で の ロ

ー プー ウ ェイ建設 騒 動 で した
。 ユネ ス コに

も通 告 せ ず、 遺跡 や 自然 環境 の アセ ス メ ン

トも実 施 しない ま ま、 推 進 し よ うと した 無
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謀 な計画 は、 世論 や ユ ネ ス コか らの圧 力 に

よ り頓 挫 しま した が、 そ の機 に発 覚 した の

が 、 マ チ ュ・ピチ ュ遺 跡 開 発 の マ ス タ ー プ

ラ ンが存 在 しない事 実 で した。 あ わ てた 文

化 庁 は、 ユ ネ ス コの支 援 を受 け な が ら、 こ

れ を完 成 させ る と と もに、 博 物館 も建 設 し

ま した。 こ こで展 示 す る も の と して、 ペ ル

ー政 府 が考 えた のが ビ ンガ ム の コ レ クシ ョ

ンであ った ので す。

　 いず れ にせ よ、 何 で あ っ て もお金 に換 算

す る傾 向 の強 い新 自由 主義 経 済 が 、文 化 財

関 係 者 に対 して大 きな 危機 感 を与 え て い る

の は事 実 で し ょ う。 ろ くに調 査 も しな い う

ち に、 観光 資 源 として 開発 され 、経 済対 象

に しか と らえ られ ない とい うい らだ ち、 グ

ローバ ル化 の中 で 、文 化財 の流 出 が 増加 し、

欧米 の ア ンテ ィー ク ・マ ー ケ ッ トの中 で 自

由 に売 買 され てい る こ とへ の不 満 な どが募

り、 近 年 で は、 この事 件 だ け で な く、文 化

財 関 係 者 の 間 で あ らた め て文 化 的 価値 の重

視 や ナ シ ョナ リズ ム的 見解 を耳 にす る こ と

が 多 くな って い ます 。 また外 国人 研 究者 へ

の厳 しい 規則 強 要 な ど も認 め られ る よ うに

な りま した。 と くに ト レ ド政 権 は、 そ の就

任 時 か ら新 た な先 住 民擁 護 主 義(イ ンデ ィ

ヘ ニ ス モ)を 作 り出 そ うと して きた 気 配 を

感 じます。 この よ うな 中 で、 わ た した ち は

どの よ うに振 舞 うべ きな ので し ょ うか 。

　 非 常 に難 しい課 題 で は あ ります が、 ア ン

デ ス の古 代文 化 を愛 す る者 と して は、 と り

あ えず で き る こ とと して は、 文 化 財 の不 法

輸 出 に は 強 く反 対 し、 ア ンテ ィー ク・マ ー
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ケットでの流通に手を貸さないことでしょ

う。国際警察(イ ンターポール)も 、考古

学出土品の不法な売買市場が存在する国の

一つ として日本を名指しで非難 していま

す。また研究者としてならば、現状では文

化財が国家の枠組みに縛られていることが

常態であることを受入れ、関係国の文化行

政に従うことも必要でしょう。文化を政治

と結びつけることのいやらしさは、誰もが

感じることですが、じつは文化こそ政治で

あるとい う逆の認識が必要なのかもしれま

せん。

　一方で、今日、文化財は考古学者など文

化財関係者だけが操作する権利があるわけ

ではない点も事実です。文化財関係者やマ

スコミがナショナルなものを追い求めるあ

まり、文化財が存在する地域社会の主張が

抹殺されてしまうこともしぼしば認められ

ます。 そ の よ うな場 合 、 臆 す る こ と な く、

地 域 社 会 と国家 や 文 化 財関 係 者 の間 に立 っ

て調 整 を行 うこ とも、 研究 者 と して必 要 で

あ る と考 え ま す 。 い ず れ に して も、 マ チ

ュ ・ピチ ュの件 は、 一 見 関係 のな いわ た し

た ち 自身 に も数 多 くの問 題 を投 げ か けて い

る のです 。

　 渦 中 の バ ー ガー博 士 と連絡 を とって い ま

す が 、 彼 は政 治 問 題 で ばか ば か しい 、7月

に政 権 交代 が あ るの で、 そ れ までは 様子 見

だ、 ペ ルー の マ ス コ ミが流 す情 報 には誤 り

が あ る、 とい っ てい ます。 しか し、 政権 が

交 代 して も、大 きな社 会 の流 れ が背 景 に あ

る こ とを思 え ば、 そ う簡単 には 問題 は 片づ

か な い の では な いか 、 とい うのが今 の と こ

ろ の 私 の予 想 です 。 文 化 財 は誰 の ものか 、

とは、 じつ にや っか い な問 い な ので す。
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